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立
教

185
年  

秋
季
大
祭

　

立
教

185
年
秋
季
大
祭
は
、

10
月
26
日
中
山
大
亮
様
を
祭

主
に
本
部
神
殿
で
執
り
行
わ

れ
た
。

　

お
つ
と
め
の
後
、
神
殿
上

段
に
進
ま
れ
た
中
山
善
司
真

柱
様
は
、
教
祖

140
年
祭
活
動

の
指
針
と
な
る
「
諭
達
第
四

号
」
を
発
布
さ
れ
た
。

　

真
柱
様
は
諭
達
を
読
み
上

げ
ら
れ
た
後
、「
年
祭
を
勤

め
る
意
味
は
昔
か
ら
変
わ
ら

な
い
。
勤
め
る
人
の
気
持
ち

は
、
定
命
を
縮
め
て
身
を
か

く
し
て
ま
で
も
子
供
の
成
人

を
お
急
き
込
み
く
だ
さ
れ
た

を
や
0

0

の
思
い
を
思
い
起
こ
し

て
、
年
祭
を
目
標
に
仕
切
っ

て
成
人
の
道
を
歩
み
、
そ
の

実
を
も
っ
て
お
応
え
し
よ
う

と
勤
め
て
き
た
こ
と
に
は
変

わ
り
が
な
か
っ
た
し
、
そ
の

基
本
精
神
は
今
後
も
変
わ
っ

て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
ら

れ
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
時
の
流
れ

と
と
も
に
、
年
祭
を
勤
め
る

人
の
顔
ぶ
れ
が
変
わ
っ
て
い

く
中
で
、「
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
年
祭
の
意
味
や
、
ど

う
い
う
気
持
ち
で
勤
め
る
か

分
か
ら
な
い
人
も
い
る
」
と

指
摘
。
全
教
が
心
を
揃
え
る

た
め
に
も
、
知
ら
な
い
人
は

年
祭
の
意
味
を
知
り
、
を
や
0

0

の
思
い
に
沿
わ
せ
て
も
ら
お

う
と
積
極
的
に
歩
む
気
持
ち

に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
の
材

料
と
し
て
、
こ
の
「
諭
達
」

を
利
用
し
て
も
ら
え
ば
、
と

話
さ
れ
た
。

  『
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立
教

185
年
11
月
２
日
号
よ
り
抜
粋

　

10
月
30
日
（
日
）、「
立
教

185
年
少
年
会
静
岡
教
区
団
総

会
」
が
少
年
会
員
75
名
、
育

成
会
員
36
名
、
合
計

111
名
の

参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
午
前
10
時
よ
り
、

村
田
団
長
を
芯
に
親
神
様
、

教
祖
、
祖
霊
様
を
礼
拝
。
座

り
づ
と
め
、
よ
ろ
づ
よ
八
首

を
各
支
部
代
表
者
に
よ
っ
て

教
務
支
庁
神
殿
の
上
段
で
月

次
祭
形
式
で
つ
と
め
、
他
の

参
加
者
は
総
立
ち
で
て
を
ど

り
を
つ
と
め
た
。
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　　仕切って成人の歩みを

　

続
く
式
典
で
は
、
開
会
の

辞
の
後
、
少
年
会
長
様
の
御

告
辞
を
教
区
育
成
会
長
（
教

区
長
）
が
代
読
。
そ
し
て
育

成
会
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た

だ
い
た
。
ご
挨
拶
で
は
ご
告

辞
の
中
の
、
教
会
へ
参
拝
し

て
お
つ
と
め
を
し
ま
し
ょ

う
、
ひ
の
き
し
ん
を
し
ま

し
ょ
う
、
お
ぢ
ば
が
え
り
を

し
ま
し
ょ
う
と
い
う
三
つ
の

お
話
を
わ
か
り
や
す
く
お
話

し
い
た
だ
い
た
。

　

そ
し
て
、
過
去
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
に
参
加
し
た
３
年
生

に
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

　

続
い
て
「
少
年
会
の
ち
か

い
」
を
全
員
で
唱
和
し
た
。

　

引
き
続
い
て
「
少
年
会
の

う
た
」
を
斉
唱
し
、
閉
会
の

辞
と
な
っ
た
。

　

小
休
憩
の
後
、
少
年
会
員

を
対
象
と
し
た「
大
抽
選
会
」

を
開
催
。
最
後
に
村
田
団
長

よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
昼

食
を
頂
い
て
解
散
し
た
。

立
教
185
年

 

少
年
会
静
岡
教
区
団
総
会
を
開
催



東
伊
豆
支
部　

　

当
支
部
で
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
り
２
年
ほ

ど
、
拠
点
を
設
け
て
の
活

動
は
見
合
わ
せ
て
い
た

が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
収

束
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
状

況
か
ら
、
支
部
内
の
２
つ

の
組
ご
と
に
拠
点
を
設
け

て
、
３
日
間
路
傍
講
演
、

神
名
流
し
、
戸
別
訪
問
等

を
行
っ
た
。

　

９
月
28
日
は
、
熱
海
市

の
来
宮
駅
前(

教
会
長
５

名
よ
う
ぼ
く
１
名
参
加
）、

及
び
伊
東
駅
前(

教
会
長

２
名
、
よ
う
ぼ
く
１
名
参

　

28
日
、
支
部
内
で
１
・

２
組
は
Ｊ
Ｒ
三
島
駅
、
伊

豆
箱
根
鉄
道
三
島
広
小
路

駅
、
伊
豆
長
岡
駅
、
修
善

寺
駅
と
四
カ
所
で
、
３
・

４
組
は
戸
田
漁
港
交
差

点
、
土
肥
花
時
計
前
、
仁

科
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
前
、

松
崎
セ
イ
ジ
ョ
ー
前
の
順

に
路
傍
講
演
を
行
っ
た
。

２
日
目
は
支
部
全
体
で
三

島
市
内
を
３
カ
所
に
分
か

れ
て
実
動
。最
終
日
は
１
・

２
組
は
三
島
市
東
大
場
団

地
、
旧
３
組
は
伊
豆
の
国

市
立
花
台
、
３
・
４
組
は

各
自
で
回
っ
た
。

駿
豆
支
部

　

３
日
間
と
も
組
毎
に
、

路
傍
講
演
・
個
別
訪
問
・

神
名
流
し
・
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
配
り
を
行
っ
た
。

富
士
支
部

　

３
日
間
と
も
支
部
活
動

と
し
て
、
路
傍
講
演
・
よ

ろ
づ
よ
八
首
奉
唱
・
神
名

流
し
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配

り
を
行
っ
た
。

東
駿
支
部

　

台
風
15
号
の
影
響
で
県

内
は
甚
大
な
被
害
を
受

け
、
支
部
管
内
は
巴
川
の

氾
濫
で
浸
水
被
害
、
更
に

は
興
津
川
取
水
口
は
流
木

土
砂
等
で
塞
が
れ
、
同
じ

く
上
流
で
は
水
管
橋
が
破

壊
さ
れ
た
。
28
日
時
点
で

６
万
戸
以
上
が
断
水
。
こ

の
為
東
駿
支
部
で
は
駅
前

路
傍
講
演
か
ら
急
遽
被
災

地
に
、
興
津
分
教
会
を
拠

点
と
し
て
届
け
ら
れ
た
飲

料
水
や
数
々
の
支
援
物
資

に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
添
え

て
配
布
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
な
い
助
け
合
い
の
汗
を

流
し
た
に
を
い
が
け
デ
ー

と
な
っ
た
。

中
駿
東
支
部

　

28
日
を
路
傍
講
演
の

日
、
29
日
は
組
ご
と
に
分

か
れ
て
の
に
を
い
が
け
、

30
日
は
各
教
会
、
布
教
所

で
の
活
動
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

 

中
駿
西
支
部

　

３
日
間
と
も
支
部
活
動

と
し
て
、
戸
別
訪
問
を

行
っ
た
。

西
駿
支
部

　

３
日
間
と
も
組
毎
に
、

路
傍
講
演
・
神
名
流
し
・

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
り
・
戸

別
訪
問
を
行
っ
た
。

中
遠
支
部

　

３
日
間
と
も
２
・
３
・

４
・
５
組
が
組
毎
に
、
路

傍
講
演
・
神
名
流
し
・
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
配
り
・
戸
別
訪

問
を
行
っ
た
。

西
遠
支
部

　

３
日
間
と
も
路
傍
講

演
・
神
名
流
し
・
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
配
り
・
戸
別
訪
問

を
行
っ
た
。

令和４年 12 月 1 日 静　岡　教　区　報 № 639

全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー

　

各
支
部
か
ら
の
報
告

加
）、
又
伊
豆
急
下
田
駅

前(

教
会
長
５
名
、
よ
う

ぼ
く
１
名
、
信
者
１
名
参

加
）、
伊
豆
急
河
津
駅
前

(
教
会
長
３
名
参
加
）
の

各
所
で
路
傍
講
演
が
つ
と

め
ら
れ
た
。
29
日
と
30
日

に
は
３
拠
点
で
、
お
つ
と

め
、
チ
ラ
シ
の
読
み
合
わ

せ
の
後
、
戸
別
訪
問
を
つ

と
め
さ
せ
て
頂
い
た
（
教

会
長
延
べ
13
名
、
よ
う
ぼ

く
延
べ
11
名
）。

伊
豆
支
部



令和４年 12 月１日 静　岡　教　区　報 № 639

　

令
和
４
年
の
秋
の
褒
章

が
11
月
３
日
付
で
発
令
さ

れ
、
静
岡
県
内
で
公
共
的

な
職
務
に
貢
献
し
た
人
に

授
与
さ
れ
る
藍
綬
褒
章

に
、
桑
高
益
男
氏
（
駿
遠

分
教
会
前
会
長
・
教
区
三

連
盟
委
員
長
）
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

氏
が
平
成
８
年
に
保
護

司
と
し
て
着
任
す
る
以
前

よ
り
、
罪
を
犯
し
た
青
少

年
ら
の
更
生
に
携
わ
っ
て

来
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ

れ
、
今
回
の
授
章
と
な
り

ま
し
た
。

　

氏
曰
く
、
活
動
の
原
点

は
「
若
い
頃
は
や
ん
ち
ゃ

な
振
る
舞
い
を
し
て
き
た

が
、
そ
の
後
多
く
の
人
の

更
生
に
取
り
組
ん
だ
」
と

い
う
先
代
（
桑
高
清
一
駿

遠
分
教
会
四
代
会
長
）
の

姿
に
あ
る
と
の
こ
と
。「
一

度
道
を
踏
み
外
し
た
と
し

て
も
人
生
を
好
転
さ
せ
る

き
っ
か
け
は
あ
る
」
と
考

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
居
場
所

づ
く
り
に
努
め
て
き
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

氏
は
、「
年
を
重
ね
る

ご
と
に
体
の
不
調
も
出
て

き
た
が
、
子
供
た
ち
が
成

長
す
る
た
め
に
は
、『
地

域
の
じ
い
さ
ん
ば
あ
さ
ん

の
世
代
』
の
役
割
も
大
き

い
。
体
力
の
続
く
限
り
、

今
後
も
青
少
年
を
温
か
い

視
線
で
見
守
っ
て
い
き
た

い
」
と
し
、「
今
後
も
お

た
す
け
心
で
地
域
へ
の
社

会
貢
献
を
し
た
い
」
と
思

い
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
49
回
全
教
野
球
大
会

が
10
月
28
日
、
３
年
ぶ
り

に
親
里
に
て
開
催
。
静
岡

教
区
代
表
と
し
て
山
名
大

教
会
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま

し
た
。

　

全
教
野
球
大
会
は
、
参

加
対
象
が
よ
う
ぼ
く
と

な
っ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
健
康
を
感
謝

し
、
よ
う
ぼ
く
同
士
の
親

睦
を
深
め
、
地
域
活
動
の

一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的

に
開
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
布
教
部
体
育
活
動

事
務
局
主
催
だ
っ
た
が
、

本
大
会
よ
り
目
的
そ
の
ま

ま
に
全
教
野
球
大
会
実
行

委
員
会
の
主
催
で
お
や
さ

と
球
場
、
天
理
大
学
野
球

場
、
白
川
な
ど
親
里
管
内

４
カ
所
に
て
開
催
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
名
チ
ー
ム
は
、
一
回

戦
で
滋
賀
教
区
代
表
の
日

野
大
教
会
チ
ー
ム
と
対

戦
。
天
理
大
学
野
球
場
で

行
わ
れ
た
熱
戦
で
は
、
初

回
か
ら
先
制
点
を
許
し
、

３
回
に
は
追
加
点
と
敗
戦

濃
厚
の
ワ
ン
サ
イ
ド
ゲ
ー

ム
に
。
し
か
し
４
回
の
攻

撃
で
４
点
、
最
終
回
に
も

２
点
を
取
り
、
盛
り
上

が
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
反

撃
及
ば
ず
、
６
対
９
で
敗

れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
中
席
者
枠
を

生
か
し
た
チ
ー
ム
作
り
に

向
け
て
、
に
を
い
が
け
実

動
、
別
席
者
の
丹
精
に
励

む
こ
と
を
誓
い
、
解
散
し

ま
し
た
。

第
49
回
全
教
野
球
大
会

山
名
大
教
会
チ
ー
ム
出
場

秋
の
叙
勲
・
褒
章

桑
高
益
男
氏
が
藍
綬
褒
章
受
章

北
遠
支
部

　

全
教
一
斉
に
を
い
が
け

デ
ー
に
は
、
組
ご
と
に
、

路
傍
講
演
、
神
名
流
し
、

又
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
り
、

個
別
訪
問
を
実
施
し
ま
し

た
。
神
名
流
し
も
３
年
ぶ

り
で
し
た
の
で
、
大
い
に

勇
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。



静　岡　教　区　報令和 4 年 12 月１日 № 639

日付 活動地域 活動内容 活動人員
10月12日  葵区落合地区  被災者宅 床下泥出し、土嚢積み、周辺の土砂かき出し 14
10月13日  葵区落合地区  被災者宅 床下泥出し 18
10月14日  葵区落合地区  被災者宅 床下泥出し、損壊した倉庫一部解体撤去、 22
10月18日  磐田市豊岡地区 被災者宅の泥出し、ゴミ出し、ゴミ搬出 8
10月19日  磐田市豊岡地区 被災者宅の泥出し、ゴミ出し、ゴミ搬出 9
10月20日  磐田市豊岡地区 道具、資材等の撤収、掃除、整理（磐田サテライト閉所） 9

10月21日  磐田市豊岡地区
畳、襖などの搬出2件、道具、資材等の撤収、掃除、
整理（磐田ボランティアセンター閉所片付け） 8

10月27日
清水区押切・弥生町・
鶴舞、若竹公園上みかん畑

 午前　被災者宅泥出し、床入れ、断熱材除去
午後、みかん畑の土砂除去作業 29

10月28日 静岡市清水区 被災者宅一軒  床下泥出し 、みかん山瓦礫処理、 45
10月29日 静岡市清水区高山 被災者宅1件　住宅周りの土砂運搬 23
10月30日 静岡市清水区高山 被災者宅6件　床下断熱材剥がし、運搬、泥出し、瓦礫運搬 41
10月31日 静岡市清水区高山 床下断熱材剥がし、運搬 7
11月1日 静岡市清水区高山 床下泥水排出（ドラム缶4杯以上） 7
11月5日 静岡市清水区庵原地区 みかん山の埋没したモノラックレール掘り出し作業 5

みかん山の埋没したモノラックレール掘り出し作業
床下泥だし、土砂、倒木撤去

静岡市清水区庵原地区 みかん山倒木撤去完了、
静岡市清水区河内地区 裏山土砂崩れ、家北側及び家屋内の土砂撤去、災害ごみ等搬出
静岡市清水区中河内地区 流入土砂撤去完了。板壁、トタンの解体完了、災害ゴミ等搬出完了
静岡市清水区河内地区 裏山土砂崩れ上の竹等の刈取り完了、家北側の土砂撤去
静岡市清水区中河内地区 流入土砂撤去、板壁撤去、トタンの解体

11月8日 23

11月9日 19

令和４年　台風１５号　静岡教区災害救援ひのきしん隊出動記録
１０月１２日以降の出動記録

11月7日 静岡市清水区庵原地区 32

災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊

　

引
き
続
き
勇
ん
で
実
動


